
 

 

 

 

 

 

障害のある人もない人も共に生きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日、名古屋市議会本会議において「 障害を理由とする差別の禁止

に関する法制度確立を求める意見書」が全会一致で採択されました。 

本会議終了後、ご尽力頂いた議員から「今期議会では、15 本の意見書案が

提出された。衆議院選挙期間中でもあることから、各政党の考えの違いもあ

り、全会一致できたのは、わずか 4 本のみ。差別禁止法制定を求める意見書

は、その中の数少ないひとつ。それも最初に採決させて頂いた。会派を超え、

最重要という意味。名古屋市会として、国に対し法制度を求めていく」とのことでした。 
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パンソニーによるドラムカンコンサー

トは圧巻。拍手喝さいを浴びました。 

 

 

自閉症の息子の父親が余命わずかだと

知らされたとき、何を考えたのか… 

親亡き後のわが子の幸せを願う親の深

い愛情を描いた感動作でした。 

 

 

今も続く東日本大震災の現場から学ぶ 

 

被災地から身体・知的・精神の当事者・

家族が体験発表。精神は仙台から尾崎正

光氏（宮城県連理事）が登壇しました。

被災地の現場から学び、東南海地震に備

える課題を共有していきましょう。 

 

政府は昭和 56 年（1981 年）の国際障害者年を記念して、

毎年 12 月 9 日を「障害者の日」と定め、障害者問題につ

いて国民の理解と認識をさらに深め、障害者福祉の増進

を図るために啓発行事を継続的に実施してきました。 

障害者基本法により、国民の間に広く障害者の福祉につ

いての関心と理解を深めるとともに、社会、経済、文化

その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高

めるため、毎年 12 月 3 日から 9 日が「障害者週間」と定

められています。 

●障害者週間とは● 


